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1
．
待
望
の
中
国
横
断
自
動
車
道
が
開
通

▲開通した横断道を多くの車輌が行き交う（宮市地区）

江
府
か
ら
落
合

待
望
の
中
国
横
断
自
動
車
道
が
十

二
月
十
八
日
に
開
通
し
、
山
陽
と
山

陰
を
結
ぶ
大
動
脈
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
横
断
自
動
車
道
は
江
府
イ
ン

タ
ー
～
落
合
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で

四
九
キ
ロ
で
、
途
中
に
P
C
逆
ラ
ン

ガ
ー
ア
ー
チ
橋
と
し
て
は
日
本
最
大

規
模
の
俣
野
川
橋
が
あ
り
、
ま
た
車

窓
か
ら
み
え
る
景
色
も
最
高
で
す
。

こ
の
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
っ
て

新
た
な
高
速
交
通
網
の
時
代
を
迎
え

る
こ
と
に
在
り
ま
し
た
。

▲釜こしきにかかる俣野川橋

思
い
出
を
刻
ん
だ
こ
の
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

町
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス

⑭156…
消
防
出
初
め
式

成
人
式

2
9
日
　
機
能
訓
練

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
⊥

4
日
　
2
1
世
紀
型
は
場
整
備

事
業
指
定

6
日
　
保
育
園
入
園
説
明
会

1
0
日
　
水
田
農
業
確
立
対
策

審
議
会

㊥1。
第
2
回
奥
大
山
チ
ロ

ル
の
里
全
国
ス
キ
ー

大
会
　
　
（
鏡
ケ
成
）

l

日

～

8

日

春
季
火
災
予
防
運
動

2
9
日
　
江
府
町
土
地
改
良
区

総
会（
山
村
開
発
セ
ン
タ
⊥

㊥
‖
役
場
人
事
異
動

中
山
間
活
性
化
農
村

総
合
整
備
事
業
（
南

大
山
地
区
）
指
定

4
日
　
農
免
道
路
認
可

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



2
．
江
府
中
和
用
瀬
線
が
国
道
昇
格

㊨㌢

江
府
中
和
用
瀬
線
（
江
府
町
の
場

合
は
江
尾
か
ら
下
蚊
屋
へ
行
く
道
路
）

の
国
道
昇
格
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
、
今
後
道
路
改
良
等

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
車
の
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
た
こ
の
江
府
中
和
用

瀬
線
も
将
来
的
に
は
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
を
り
ま
す
。

▲大型バスが常時通る江府中和用瀬線

3
．
町
制
四
〇
周
年
を
迎
え
る

十
月
二
十
七
日
に
記
念
式
典
を
開
催

昭
和
二
八
年
、
江
府
町
が
発
足
し

て
本
年
で
四
〇
年
の
佳
節
を
迎
え
、

十
月
二
七
日
に
総
合
体
育
館
で
町
内

外
か
ら
四
〇
〇
人
の
来
賓
を
お
迎
え

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
福
田
町
長
は
　
「
人

づ
く
り
を
町
政
の
中
心
に
す
え
、
二

一
世
紀
に
向
け
て
、
希
望
と
活
力
に

満
ち
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
対
話
と

協
調
の
基
本
理
念
を
持
ち
を
が
ら
手

を
携
え
て
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
」

と
。

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
江

府
町
に
と
っ
て
、
四
〇
周
年
を
ス
テ

ッ
プ
に
し
て
大
き
く
飛
躍
す
る
時
代

が
到
来
い
た
し
ま
し
た
。

し
てし
て

6

日

～

1

5

日

春
の
交
通
安
全
運
動

1
5
日
　
農
業
農
村
活
性
化
農

業
構
造
改
善
事
業

（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
ど
）
認
可

1
7
日
　
区
長
会

2
0
日
　
国
民
年
金
委
員
会

2
1
日
　
民
生
委
員
会

2
3
日
　
鳥
取
県
植
樹
祭

（
三
平
山
山
麓
）

2
5
日
　
機
能
訓
練

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
⊥

役
場
人
事
異
動

保
健
委
員
全

機
能
訓
練（
名
和
町
へ
）

2
2
日
　
民
生
委
員
会

㊥
昌
地
域
福
祉
推
進
町
と

し
て
自
治
省
指
定

「
や
さ
し
い
町
づ
く

り
事
業
」

9
日
　
会
計
検
査

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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4
．
福
祉
施
設
の
建
設
進
む

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

健
康
福
祉
の
町
を
掲
げ
て
い
る
わ

が
町
も
本
格
的
に
福
祉
施
設
の
着
工

が
目
白
押
し
と
を
り
ま
し
た
。

七
月
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
建

設
を
ス
タ
ー
ト
し
、
十
一
月
に
は
福

祉
法
人
寿
耕
会
が
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
等
の
諸
施
設
を
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
隣
接
に
建
設
を
取
り
か
か
り
、

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
・
ス

テ
イ
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ど
福

祉
対
策
に
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
在
り
、
明
年
に
は
江
尾
駅
の

対
岸
の
白
住
に
は
一
大
福
祉
ゾ
ー
ン

が
誕
生
す
る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

5
．
新
名
所
・
特
産
品
の
誕
生

ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
テ
ー
ジ
（
甘
酒
茶
屋
）

・
奥
大
山
の
水

＿▲；J J、牒料　　　　＿▲　－

j■

言『齢

▲建設の進む老人福祉センター

チ
ロ
ル
の
里
江
府
町
に
新
名
所
が

次
々
と
完
成
し
ま
し
た
。

甘
酒
茶
屋
に
ス
イ
ン
グ
ベ
ル
と
音

楽
の
泉
の
〃
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
テ
ー
ジ
〟

が
完
成
し
、
ス
イ
ン
グ
ベ
ル
か
ら
は

四
季
折
々
の
音
楽
が
流
れ
、
あ
や
め

の
花
を
か
た
ち
取
っ
た
池
に
三
基
の

噴
水
が
あ
り
、
夜
に
な
る
と
そ
の
噴

水
に
三
色
の
ラ
イ
ト
が
あ
た
り
、
す

ぼ
ら
し
い
情
景
が
か
も
し
出
さ
れ
ま

す
。ま
た
、
江
尾
に
あ
る
上
之
段
広
場

に
チ
ロ
ル
の
里
の
花
壇
が
完
成
し
、

花
壇
の
角
に
は
ア
ー
ト
平
版
で
ス
キ

ー
や
ふ
る
さ
と
の
鐘
な
ど
を
あ
し
ら

っ
た
も
の
も
飾
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
江
府
町
の
お
い
し

い
水
を
飲
ん
で
頂
こ
う
と
　
「
奥
大
山

の
水
」
を
販
売
。
チ
ロ
ル
の
里
の
特

産
品
と
し
て
全
国
に
土
産
物
や
贈
答

品
に
販
売
い
た
し
ま
し
た
。

導．〔馳堅章二．二二
▲奥大山にできた新名所のハーモニーステージ

5
日
西
部
地
区
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会

第
一
分
団
準
優
勝

1
0
日
～
8
月
7
日

部
落
解
放
月
間

13
日
ふ
れ
あ
い
河
川
整
備

事
業
指
定

1
5
日
～
2
4
日

夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動

1
9
日
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会

2
3
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

起
工
式

2
6
日
参
議
院
通
常
選
挙

1
日
　
役
場
の
完
全
週
休
二

日
制
始
ま
る

2
日
　
マ
マ
さ
ん
自
転
車

溝
口
地
区
大
会

7
日
　
昇
格
国
道
四
八
二
号

整
備
促
進
江
府
町
期

成
会

1
6
日
　
江
尾
十
七
夜
前
夜
祭

1
7
日
　
江
尾
十
七
夜

Soumu
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Soumu
四角形



（5

妄；；三言警葦読蒜脊豪富

．イヂ■　1－■　　一

山庭土完も．．，」吉元
＼・1　－lrJ

7
．
農
業
基
盤

着
々
と
整
備
進
む

俣
野
地
区
（
尾
上
原
・
日
の
詰
）

で
は
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
、
柿

原
地
区
・
貝
田
地
区
で
は
県
営
中
山

間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
働
事
業

（
南
大
山
地
区
）
、
江
府
・
宮
市
・
宮

市
原
・
船
谷
地
区
・
瓜
莱
沢
地
区
で

は
県
営
は
場
整
備
事
業
、
北
平
地
区

（
小
江
尾
）
で
は
地
域
改
善
対
策
事
業

で
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
が
着
々
と

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
．
町
民
憲
章
の
発
表

町
制
四
〇
周
年
を
記
念
し
て
町
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
〝
町
民
憲
章
″
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
六
月
に
町
民
憲
章
制
定

審
議
委
員
会
に
お
い
て
町
民
各
位
か

ら
ご
応
募
頂
い
た
提
案
を
も
と
に
検

計
を
重
ね
決
定
い
た
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
町
民
憲
章
は
豊
か
を
自
然
を

か
か
え
る
わ
が
町
が
お
互
い
の
自
覚

と
誇
り
を
持
ち
江
府
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
い
え
る
明
る
い
町
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

江
府
町
町
民
憲
章

わ
た
し
た
ち
は
、
豊
か
を
文
化
と
自
然
を
受
け
つ
ぐ
江
府
町
民
で
す
。

豊
か
で
快
適
を
町
を
つ
く
る
た
め
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

二
　
人
を
敬
う
、
や
さ
し
い
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
で
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
自
然
を
活
か
し
、
個
性
あ
る
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
教
養
を
高
め
、
清
新
な
文
化
の
創
造
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
安
全
で
快
適
な
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

制
定
年
月
日
　
平
成
四
年
十
月
十
四
日

塾＿・・・＿・・二一、二㌦・－謹野津

…‾，蘭書．苧妻、二重重義
▲整備が進むほ場整備事業（江尾地内）

2
0
日
　
畜
産
品
評
会

1
9
日
　
N
H
K
夏
期
巡
回
ラ

ジ
オ
体
操
会

3
0
日
　
サ
ン
セ
ッ
ト
サ
マ
ー

ク
ル
ー
ジ
ン
グ

（
若
者
交
流
）

3
1
日
　
交
通
安
全
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
の
来
町

8

［

口

～

9

日

中
四
国
自
然
休
養
村

協
議
会
総
会
及
び
現

地
研
究
会

1
0
日
　
国
保
運
営
協
議
会

1
1
日
～
2
2
日

高
齢
者
交
通
安
全
運

動

1
4
日
　
高
齢
者
顕
彰

㊥
7　　　　1

日　　　　日

バ
ス
路
線
の
延
長
始

ま
る

厚
生
大
臣
表
彰

2
3
～
2
4
日西
ノ
島
経
済
交
流
総

会
及
び
即
売
会

Soumu
四角形



6

8
．
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
花
盛
り

N
H
K
の
ど
自
慢
・
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
・
名
球
会
野
球
教
室
な
ど

本
年
は
町
制
四
〇
周
年
を
記
念
し

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
花
盛
り
で
し
た
。

八
月
に
放
映
さ
れ
た
N
H
K
の
ど
自

慢
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
二
〇

〇
〇
人
で
会
場
と
在
っ
た
総
合
体
育

館
は
熱
気
で
ム
ン
ム
ン
す
る
ほ
ど
で

し
た
。
ま
た
、
八
月
十
九
日
に
は
N
H
K

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
江
府
町

で
開
催
。
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
一
放
送

で
生
放
送
さ
れ
、
一
二
〇
〇
人
が
早
　
　
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
福
本
豊
さ
ん
、

朝
か
ら
集
い
、
元
気
に
体
操
を
い
た
　
　
村
田
兆
治
さ
ん
の
二
人
を
お
迎
え
し
、

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
四
日
、
楽
し
く
開
催
さ
れ

ま
た
、
名
球
会
・
野
球
教
室
が
、
　
　
ま
し
た
。

■■▲

高
ザ
」

雷‡・三
尊

▲．＿』三

瑞
t
碇
●

1．鼻‾
■i‾一一

▲町民総合体育館が人・人・人でいっぱい（夏期巡回ラジオ体操会）

9
．
厚
生
大
臣
・
建
設
大
臣
表
彰

江
府
町
が
受
賞

チ
ロ
ル
の
里
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
　
　
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

る
ス
イ
ン
グ
ベ
ル
が
第
四
十
四
回
建
　
　
　
ま
た
、
十
月
七
日
に
は
、
厚
生
省

設
週
間
に
ち
を
み
第
七
回
手
づ
く
り
　
　
で
、
我
が
町
の
保
健
衛
生
活
動
が
認

郷
土
賞
（
ふ
る
さ
と
の
色
と
光
の
部
　
　
め
ら
れ
て
、
厚
生
大
臣
か
ら
表
彰
を

門
）
と
し
て
建
設
大
臣
か
ら
表
彰
を
　
　
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

1
0
．
下
蚊
屋
ダ
ム
建
設
に
む
け
て
前
進

長
年
の
懸
案
で
し
た
下
蚊
屋
ダ
ム

建
設
が
地
権
者
の
方
々
の
ご
理
解
を

頂
き
、
調
印
が
完
了
し
、
い
よ
い
よ

明
年
か
ら
工
事
に
着
工
す
る
運
び
と

在
り
ま
し
た
。

▲ダムの予定地周辺

2
7
日
　
町
発
足
四
〇
周
年
記

念
式
典（
総
合
体
育
館
）

2
7
日
　
伊
藤
宜
堂
顕
彰

「
純
事
と
宜
堂
」刊
　
行

3
1
日
　
海
産
物
即
売
会

（
西
ノ
島
町
）

2
日
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
　
（
寿
耕
会
）
　
の
起

工
式

9

日

～

1

5

日

秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動

1
2
日
　
町
慰
霊
祭

2
2
日
～
2
3
日

「
ふ
る
さ
と
ツ
ア
ー
」

神
戸
市
魚
崎
町
か
ら

来
町

日

～

2

5

日

年
末
交
通
安
全
運
動

民
生
委
員
会

1
8
日
　
中
国
横
断
自
動
車
道

の
開
通

Soumu
四角形
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民
生
児
童
嚢
具
紹

し
ま
、
す

十
二
月
十
四
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
民
生
児
童
委
員
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
一
月
末
で
任
期
満
了

と
在
っ
た
委
員
が
新
し
く
厚
生
大
臣

よ
り
委
嘱
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
地
域
、
ま
た
各
対
策
部
の
役
員
を

ど
を
選
任
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
総
務
に
は
引
き
続
き

安
江
久
夫
さ
ん
が
、
副
総
務
に
は
手

島
恵
美
子
さ
ん
、
そ
し
て
婦
人
部
長

を
河
上
紀
恵
子
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し

た
。
（
各
対
策
部
長
、
副
部
長
は
次

の
と
お
り
で
す
。
）

今
ま
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
神
庭

栄
さ
ん
（
大
河
原
）
・
田
中
純
子
さ
ん

（
本
二
）
・
岡
田
峯
晴
さ
ん
（
貝
田
）
・

住
田
武
雄
さ
ん
（
佐
川
）
に
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

生活対策部長

新見　詮道

老人対策部
副部長

日野尾千絢

（新任）

岡本知嘉夫　神庭　　勲

（新任）

手島　陽子　仲嶋　真道

雄

岱
時
価
田
森子恭藤加

母子対策部長　　　児童対策部長　　　老人対策部長

山本　書和　藤原　　一　宮本　章人

生活対策部　　　　児童対策部
副部長　　　　　　副部長

奥田　長寿　谷口　雅教　生田　嘉美

卜民生児童委員の担当地域1

（
敬
称
略
）

民
生
児
童
委
員
は

ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
す
か

民
生
児
童
委
員
の
主
を
仕
事
内
容

は
、
社
会
福
祉
施
設
と
密
接
に
連
絡

し
、
そ
の
機
能
を
助
け
る
こ
と
や
保

護
を
必
要
と
す
る
方
を
適
切
に
保
護
、

指
導
す
る
こ
と
を
ど
が
あ
り
、
地
域

住
民
の
日
常
生
活
上
の
困
難
が
生
じ

た
時
に
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
に

応
じ
て
く
れ
る
の
も
大
き
を
仕
事
で
す
。

部　 落 氏　　　 名 担　 当　 地　 域

本　 二 手　 島　 陽　 子 本一、本二、本三

本　 五 仲　 嶋　 其　 道 本四、本五

新　 二 宮　 本　 幸　 人 新一、新二

小江尾 手　 島　 恵美子 大満、′ト江尾、久遠

柿　 原 奥　 田　 長　 寿 佐川、柿原

吉　 原 新　 見　 詮　 道 吉原、西成、袋原

大河原 神　 庭　　　 勲 大河原

宮　 市 河　 上　 紀恵子 富市、宮市原、杉谷

下蚊屋 山　 本　 書　 和 助沢、下蚊屋

小　 原 谷　 口　 雅　 致 菓尾、美用、小原

御　 机 岡　 本　 知寡夫 御机、笠長原、鏡ケ成

貝　 田 森　 田　 晴　 雄 貝田

洲河崎 安　 江　 久　 夫 下安井、洲河崎

武　 庫 日野尾　 千　 絢 半ノ上、宮ノ前、武庫

新　 道 生　 田　 嘉　 美 荒田、新道、一旦

池ノ内 加　 藤　 恭　 子 池ノ内

尾上原 藤　 原　　　 一 尾上原、日ノ話、深山口
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洞的あ拶診狙米子脚鯛這8）
メモリアル

ゥォーキング

家
族
で
、
友
達
と

歩
い
た
、
歩
い
た

高
速
道
路

ゴ
ミ
ひ
と
つ
な
い
　
さ
わ
や
か
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
の
マ
ナ
ー

前
日
の
雨
も
上
が
り
、
さ
わ
や
か

天
候
の
も
と
、
十
一
月
二
二
日
、
江

府
町
の
宮
市
附
近
か
ら
蒜
山
高
原
イ

ン
タ
ー
ま
で
の
間
で
、
米
子
自
動
車

開
通
記
念
の
メ
モ
リ
ア
ル
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
行
を
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
町
内
外
か
ら
三
三
〇

ベ
リ
ー
グ
ッ
ト

と

〇
人
が
参
加
。

途
中
、
日
本
最
大
規
模
の
P
C
逆
ご

ラ
ン
ガ
ー
ア
ー
チ
橋
か
ら
渓
谷
の

〝
釜
こ
し
き
″
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
り
、
き

家
族
や
友
人
と
楽
し
く
、
ま
わ
り
の

風
景
を
な
が
め
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
で

目
指
し
て
い
ま
し
た
。

台湾の電力関係者、俣野川発電所を視察

・三意哀蓑等

ばれ．′　お母さん（助沢地内）

▲まもなくスタート（宮市附近）

十
二
月
九
日
、
台
湾
か
ら
三
三
人

の
電
力
関
係
者
が
江
府
町
に
来
町
。

こ
れ
は
、
西
日
本
随
一
を
誇
る
場

水
式
発
電
所
の
俣
野
川
発
電
所
と
電

源
三
法
を
は
じ
め
と
す
る
諸
制
度
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
発
電
所
を
建
設
す

る
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に

ど
の
よ
う
を
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ

て
き
た
か
を
視
察
す
る
の
が
目
的
。

企
画
開
発
課
長
の
竹
内
課
長
が
ス

十

　

十

ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
、
町
の
概
要

と
俣
野
川
発
電
所
の
経
過
に
つ
い
て

説
明
し
た
あ
と
、
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。
「
関
係
者
住
民
に
発
電
所
建
設
を

始
め
る
時
に
、
ど
の
よ
う
を
方
法
で

理
解
を
頂
い
た
の
で
す
か
。
」
な
ど
。

具
体
的
を
質
問
が
摘
発
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
俣
野
川
発
電
所
、

池
の
内
集
会
所
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

Soumu
四角形
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▲お弁当をひろげて昼食です

奥
大
山
ス
キ
ー
場
に

ベ
ア
・
リ
フ
ト
が
お
目
見
え

（9）

▲多ぜいの参加者で埋つくされた横断道（宮市附近）

▲ちょっとひとやすみ
（三平山トンネル手前）

で　き　ご　と

▲完成したペア・リフト（奥大山スキー場）

▲橋の上から渓谷をのぞき
こむ参加者（俣野川橋）

十
二
月
二
〇
日
、
二
人
乗
り
リ
フ

ト
の
竣
工
式
が
奥
大
山
ス
キ
ー
場
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ア
・
リ
フ
ト
は
、
工
事
費

一
億
三
〇
〇
万
円
。
延
長
は
三
八
五

メ
ー
ト
ル
で
、
標
高
差
七
四
メ
ー
ト

ル
。
発
進
間
隔
は
六
秒
間
隔
で
、
一

時
間
に
一
、
二
〇
〇
人
が
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
リ
フ
ト
を
待
つ
利
用
者
で

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
リ
フ
ト
の
完
成
に
よ
り
快
適
を

ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
在
り
ま
す
。

Soumu
四角形
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Q
エ
イ
ズ
と
は
？

エ
イ
ズ
の
相
談
や

検
査
に
つ
い
て
は

お
近
く
の
保
健
所
へ

江
府
町
の
場
合
は
根
雨
保
健
所
で

相
談
・
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
エ
イ
ズ
は
、
後
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
と
い
い
、
後
天
性
（
A
c
q
u
i
r
e
d
）

と
は
生
ま
れ
つ
き
の
病
気
で
な
い
こ

と
。
免
疫
二
m
m
u
コ
○
）
と
は
体
を
病

気
か
ら
守
る
低
抗
力
の
こ
と
。
不
全

（
　
ロ
e
f
i
c
i
e
n
c
y
）
と
は
働
き
が
悪
い

こ
と
。
症
候
群
（
s
y
n
d
r
昌
e
）
と
は

同
じ
原
因
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
症
状

の
集
ま
り
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

そ
れ
ど
れ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
エ

イ
ズ
と
呼
ぶ
の
で
す
。

そ
し
て
、
感
染
者
は
数
か
月
か
ら

数
年
の
間
、
外
見
か
ら
は
感
染
し
た

こ
と
を
ど
ま
っ
た
く
分
り
ま
せ
ん
。

こ
の
期
間
を
無
症
状
期
と
い
い
ま

す
。そ
の
後
、
様
々
を
潜
伏
期
を
経
て

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
ま
す
。
主
に

発
熱
、
下
痢
、
け
ん
怠
感
を
ど
。

こ
の
よ
う
を
状
態
を
エ
イ
ズ
関
連

症
候
群
と
い
い
、
更
に
進
行
す
る
と

（
こ
の
期
間
は
数
か
月
～
数
年
）
肺

炎
、
悪
性
腫
瘍
を
ど
、
神
経
症
状
な

ど
を
合
併
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

Q
エ
イ
ズ
と
は
ど
ん
な
病
気

で
す
か
？

Q
エ
イ
ズ
の
感
染
経
路
は
？

④
エ
イ
ズ
は
H
I
V
（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に

ょ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
で

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
免
疫
の
仕
組
み

の
中
心
で
あ
る
ヘ
ル
パ
ー
T
リ
ン
パ

球
（
C
D
4
）
と
い
う
白
血
球
な
ど

に
感
染
し
ま
す
。

そ
し
て
、
体
を
病
気
か
ら
守
っ
て

い
る
免
疫
力
を
破
壊
し
て
し
ま
う
病

気
で
す
。

例
え
ば
、
体
の
中
に
入
っ
て
も
、

普
通
は
病
気
を
ど
起
し
ま
せ
ん
が
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
お
か
さ
れ
て
、
低

抗
力
を
う
ば
わ
れ
て
、
病
気
が
起
こ

る
の
で
す
。
肺
炎
、
脳
炎
な
ど
。

感
染
す
る
と
平
均
で
六
～
八
週
間

後
に
血
液
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ

れ
ま
す
。

望“…∴

④
ゥ
ィ
ル
ス
の
感
染
力
は
と
て
も
弱

い
の
で
、
日
常
生
晴
で
は
感
染
す
る

心
配
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
経
路
と
し
て
は
、
次
の
三
経

路
が
あ
り
ま
す
。

①
性
行
為
感
染

こ
の
感
染
が
も
っ
と
も
多
く
、
ウ

イ
ル
ス
は
、
主
に
血
液
や
精
液
、
胚

の
分
泌
液
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
者
か
ら
そ
の

性
行
為
の
相
手
へ
と
伝
っ
て
い
き
ま

す
。

②
血
液
媒
介
感
染

感
染
者
の
血
液
や
汚
染
さ
れ
た
血

液
製
剤
の
輸
血
ま
た
、
麻
薬
な
ど
の

〝
ま
わ
し
う
ち
″
に
よ
る
汚
染
注
射
針

の
使
用
を
ど
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

日
本
で
は
、
献
血
血
液
・
血
液
製

剤
は
、
加
熱
処
理
を
ど
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
安
全
で
す
。

③
母
子
感
染

エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
い
る
母
親
が

妊
娠
中
や
出
産
時
に
赤
ち
ゃ
ん
に
感

染
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

喝

●
相
談
・
検
査
日
は

相
談
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
電
話
や
お
立
寄
り
下
さ
い
。

ま
た
検
査
に
つ
い
て
は
、
毎
週

火
曜
日
の
午
後
か
ら
で
す
。
検
査

は
採
血
を
す
る
の
み
で
す
が
、
を

か
に
は
確
認
検
査
が
必
要
を
場
合

も
あ
り
ま
す
。

●
検
査
の
経
果

検
査
結
果
が
わ
か
る
ま
で
三
週

間
か
か
り
ま
す
。

●
費
用一
、
六
九
〇
円

●
検
査
結
果
の
お
知
ら
せ

相
談
・
検
査
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
は
、
個
人
の
秘
密
を
守
り
ま

す
の
で
、
直
接
、
保
健
所
長
が
本

人
に
面
接
を
し
て
行
を
い
ま
す
。
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戸籍手数料が変ります
平成5年1月1日から

種　　　　　　　　　　 類 現　 行 改定額

戸籍の謄本又は抄本　　　　　　　 1通 3 0 0 4 0 0

除籍の謄本又は抄本　　　　　　　 1 通 5 0 0　■ 7 0 0

戸籍の記載事項証明　　　　 証明事項 1 件 2 0 0 3 0 0

除籍の記載事項証明　　　 証明事項 1 件 3 0 0 4 0 0

届書の受理等の証明書　　　　　　 1 通 2 0 0 3 0 0

令5 号ただし書の証明書　　　　　 1 通 1，0 0 0 1，3 0 0

届書等の閲覧　　　　　　　　 書類 1件 2 0 0 3 0 0

鳥取県の最低賃金が決まりました
この最低賃金は、最低賃金法に基づいて決定されたもの

で、使用者は、この最低賃金より低い賃金で労働者を使用

することはできません。

最低賃金件名 最　　 低　　 賃　　 金　　 額 発行年月日

鳥取県最低賃金 1日 4 ，1 4 0 円 1時間 5 1 8 円 平成4 年

10月 1 日

産

業

別

最

低

賃

金

電気機械器具

製 造 業
1日 4 ，7 6 6 円 1時間 5 9 6 円 平成4 年

12月20日
惰気靴膵製造業を除く） l鳥研 批 賞金が削 されます0

各 種 商 品

小 売 業

1日 4 ，5 7 8 円 1時間 5 7 3 円
平成4 年

12月30日
発効予定

窯業 ・土石製

品 製 造 業

1日 4 ，2 1 6 円 1時間 5 2 7 円

昭和63年

12月24日機械・金属紬 等

闇 汲び自動車
1日 4 ，1 6 8 円 1鯛 5 2 1 円

整　 備　 業
腫 県推 賞金摘 用さ相 可

詳しくは、米子労働基準監督署（0859－34－2231）へ

ニュータイプの献血

成分献血のこ協力を

血液のなかにある必要な成分
だけをとる献血です。

●日時　平成5年1月19日（封

午前10時～午後3時

●場所　江府町役場

外国人の皆様へ

平成5年1月8日
からスタート

外国人登録制度が、

次のように変ります

●　永住者・特別永住者

の方については、指紋

押をつ制度が廃止され

次回登録切替の際には

署名、家族事項を登録

することに在ります。

●　外国人登録用写真の

サイズが縦4瓦血横35m

に変わるほか規格がこ

れまでと変わります。

外
国
人
登
録
制
度
が
変
わ
り

ま

詳しくは、鯛・民生課まです

⑳－

⑮寧
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（la

人
の
動
き

11月届け

お
誕
生
お
め
で
と
う

下
蚊
屋
　
　
梅
田
　
大
輝
茂
　
　
三
男

新
　
道
　
　
梅
林
　
麻
衣
茂
樹
　
二
女

み
．
す
き

本
　
二
　
　
山
本
　
瑞
希
芳
弘
　
長
男

本
　
二
　
　
中
川
　
香
穂
和
幸
　
長
女

二
・
つ
．
た
　
ろ
・
7

本
一
　
森
川
　
耕
太
郎

誠
治
　
長
男

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

鈴
木
　
康
弘

川
上
　
道
子

原
　
　
大
介

田
中
め
ぐ
み

長
尾
　
悦
夫

中
嶋
　
恵
子

神
奈
川
県
川
崎
市

実
用
か
ら

島
根
県
安
来
市

江
尾
か
ら

俣
野
境
港
市
か
ら

森
谷
田
中

古
川
吉
田

清
水
藤
原

尚
人
美
由
紀

佐
川
鳥
取
市
か
ら

政
明
仁
恵

威
彦
輝
美

滋
賀
県
大
津
市

江
尾
か
ら

大
阪
府
大
阪
市

大
河
原
か
ら

ひとことふたこと

●曽徽轟奮い鯵色、

義t●尊書尊号静電

藤
井
　
博
栄

加
藤
恵
美
子

島
根
県
能
義
郡

江
尾
か
ら

組
摘
…
銅
）
”
㌍
か
ら

2

ご
め
い
福
を

祈
り
ま
す

荒
田
　
井
上
　
益
治
　
　
8
7
歳

毒
夫
　
宅

尾
上
原
　
山
本
　
晴
男
　
6
4
歳

京
子
　
宅

杉
谷
　
田
本
　
品
代
　
　
8
0
歳

正
三
　
宅

本
一
白
石
　
ひ
さ
よ
　
8
7
歳

秀
之
　
宅

最
近
　
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
特
産

品
振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
の
方
か
ら
葉

書
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
葉
書
に
は
　
「
江
府
町
の
甘
酒

茶
屋
に
宿
泊
し
、
大
自
然
に
触
れ
、

心
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
」
と

感
想
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

本
四
吉
田
キ
ク
ヨ
7

6
歳

新
宅

本
五
後
栄
太
郎
8
5
歳

房
雄
宅

本
一
森
嘩
太
郎
8
4
歳

正
幸
宅

葉
書
の
差
出
人
は
大
阪
に
住
む
女

性
で
、
大
阪
で
発
行
し
て
い
る
マ
イ

・
た
う
ん
新
聞
社
（
毎
月
六
万
部
発

行
）
に
チ
ロ
ル
の
里
特
産
品
の
広
告

を
見
て
、
特
産
品
を
お
買
い
求
め
い

た
だ
き
、
幸
運
に
も
、
甘
酒
茶
屋
の

宿
泊
券
が
当
た
り
、
そ
の
機
会
を
得

て
、
こ
ち
ら
に
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
来
て
い
た
子
供
さ
ん

が
「
山
が
燃
え
て
い
る
よ
う
ね
！
」

と
ち
ょ
う
ど
紅
葉
の
季
節
で
し
た
か

ら
、
を
お
更
の
こ
と
。
葉
書
の
最
後

に
　
「
江
府
町
の
良
さ
を
宣
伝
し
て
い

ま
す
」
　
と
ひ
と
こ
と
申
し
添
え
て
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
一

昨
年
、
特
産
品
振
興
会
が
寝
屋
川
市

で
開
催
さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会

に
参
加
し
た
の
が
縁
で
す
。

そ
の
折
、
マ
イ
・
た
う
ん
新
聞
社

に
特
産
品
の
紹
介
と
の
話
が
あ
り
、

掲
載
の
運
び
と
在
っ
た
わ
け
で
す
。

小
さ
を
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、

友
情
の
輪
を
育
み
、
広
げ
て
い
く
こ

と
が
ど
ん
を
に
大
切
を
こ
と
か
。

大
阪
の
女
性
は
江
府
町
の
自
然
の

良
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
江
府
町

の
人
々
の
温
か
さ
に
も
大
い
に
触
れ

て
項
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
後
も
、
こ
の
よ
う
を
心

を
ご
む
交
流
が
開
通
に
な
っ
た
横
断

自
動
車
道
を
通
じ
て
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
係
）

編
集
後
記

▼
今
年
一
年
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
を
取

り
上
げ
て
見
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
目
を
引
く
の
は
横
断

自
動
車
道
の
開
通
で
す
。
こ
れ
で
山

陽
、
京
阪
神
方
面
が
ぐ
ん
と
近
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
逆
に
多
方
面
か
ら

訪
れ
る
方
も
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

山
陰
の
陸
の
表
玄
関
と
な
っ
た
江

府
町
。
一
家
の
家
で
も
玄
関
の
履
物

を
み
れ
ば
、
す
べ
て
が
分
か
る
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
山
陰
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
表
玄
関
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
も
持
ち
た
い
も
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
町
報
も
。

▼
町
報
に
と
っ
て
も
、
今
年
は
変
貌

の
一
年
で
し
た
。

ま
ず
、
四
月
か
ら
今
ま
で
の
サ
イ

ズ
を
変
え
て
、
一
回
り
大
き
い
版
に
。

そ
し
て
、
町
報
を
綴
る
表
紙
を
作

成
し
、
皆
様
に
配
布
。

「
内
容
が
な
い
」
と
か
、
「
も
っ
と

変
わ
っ
た
こ
と
を
掲
載
し
て
は
」
　
と

か
、
貴
重
を
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

す
が
、
そ
の
ご
指
導
が
あ
っ
て
こ
そ
、

町
報
も
更
に
生
き
生
き
と
し
て
参
り

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
明
年
は
町
報

の
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

来
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
〃
町
報

の
内
容
七
変
化
〃
　
を
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
ご
愛
読
頂
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
・
江
府
町
役
場

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5
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編
集
・
総
務
課

印
刷
・
富
士
印
刷

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形


